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国
文
学
会

活
動
の
記
録

【
特
別
講
演
会
】

令
和
五
年
六
月
一
七
日
（
土
）

開
催
場
所

奈
良
教
育
大
学
大
講
義
室

・
宮
沢
賢
治
の
「
同
時
代
」

︱
戦
後
受
容
と
生
前
雑
誌
発
表
作
か
ら

︱
服
部

峰
大
（
奈
良
教
育
大
学
）

・
近
代
語
資
料
と
し
て
の
『
赤
い
鳥
』

山
田

実
樹
（
奈
良
教
育
大
学
）

・
私
の
歩
い
た
道

︱
国
語
科
単
元
開
発
へ
の
道

︱
米
田

猛
（
奈
良
教
育
大
学
）
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奈良教育大学国文学会会則
第一条 本会は奈良教育大学国文学会と称する。
第二条 本会は日本語学・日本文学・漢文学・国語科教育・伝統文化教育・国際理解教育に

おける研究と実践の進展を期し、奈良教育大学国語教育専修、大学院（専門職学位
課程・修士課程）に関わるものが相互に知識見解を交流する場とし、また、親睦を
深めることを目的とする。

第三条 本会は前条の目的に添って次の事業を行う。
１、年一回の大会・報告会の開催。
２、学術研究発表会・公開講演会の開催。
３、機関誌『奈良教育大学国文 研究と教育』の発行。
４、その他、必要と認められる事業。

第四条 本会は、奈良教育大学・大学院の卒業生・修了生・在学生・教員・元教員、及び本
会則第二条が定める趣旨に賛同するものを以て構成する。

第五条 本会の運営は次の委員会を組織して行う。
１、代表 一名（運営委員に含む）
・運営委員会を統括する。

２、運営委員会 若干名
・主要事項の決定・執行、事務処理、大会の企画・運営を行う。
・運営委員会において次の担当を設け、各任務に当たる。
大会担当 奈良教育大学国文学会大会の運営・開催に当たる。
編集担当 『国文』の編集・発行を行う。
名簿担当 学会運営に係る名簿を管理する。

第六条 役員の任期は二年とする。但し、再任を妨げない。
第七条 本会の経費は寄付を以てまかなう。

投稿規定
１．投稿は、奈良教育大学国文学会会則第四条を満たすものであれば、どなたでも構いません。
２．投稿原稿の種類は、研究論文、研究ノート、実践報告、調査報告、資料紹介、書評としま

す。
３．投稿論文の採否は、当会運営委員会（編集担当）または当会運営委員会が委嘱する査読委

員による査読審査によって決定します。
４．研究論文は学会規定のフォーマットで12枚程度を基準とします。
５．研究ノート、実践報告、調査報告、資料紹介、書評は、学会規定のフォーマットで12枚程

度を基準とします。
６．投稿締め切りは、毎年１月末日（必着）です。
７．投稿は下記宛てにお願いいたします。

nara.edu.kokubun@gmail.com
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編
集
後
記

コ
ロ
ナ
禍
や
本
学
大
学
院
改
組
等
の
影
響
を
受
け
、
本
会
は
二
〇
二
二
年
六

月
の
大
会
に
お
い
て
、
二
〇
二
三
年
度
よ
り
休
会
す
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
二
〇
二
三
年
度
は
大
会
を
開
く
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

特
別
講
演
会
を
開
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
年
度
、
国
語
教
育
講
座
に
あ
ら

た
に
お
迎
え
し
た
、
山
田
実
樹
先
生
（
専
任
講
師
、
日
本
語
学
）、
服
部
峰
大

先
生
（
特
任
講
師
、
近
代
文
学
）、
ま
た
、
五
年
間
お
勤
め
い
た
だ
き
今
年
度

を
も
っ
て
定
年
に
よ
り
退
任
さ
れ
る
米
田
猛
先
生
に
ご
講
演
を
行
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

こ
の
間
、
国
語
教
育
講
座
ス
タ
ッ
フ
で
何
度
か
会
合
を
開
き
、
本
会
の
今
後
、

あ
る
い
は
機
関
誌
『
奈
良
教
育
大
学
国
文

研
究
と
教
育
』
に
つ
い
て
協
議
を

重
ね
て
き
ま
し
た
。
結
果
、
本
誌
に
つ
い
て
は
、
全
面
的
に
オ
ン
ラ
イ
ン
化
し
、

奈
良
教
育
大
学
学
術
リ
ポ
ジ
ト
リ
（N

EAR

）
で
公
開
さ
れ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
ジ

ャ
ー
ナ
ル
と
し
て
発
行
を
続
け
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
具
体
的
な
事
柄
は
、
運

営
委
員
会
を
臨
時
に
組
織
し
、
検
討
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

奈
良
教
育
大
学
国
文
学
会
運
営
委
員
会

第
一
回

二
〇
二
三
年
一
二
月
一
三
日
開
催

第
二
回

二
〇
二
四
年
二
月
六
日
開
催

橋
本
昭
典

（
代
表
、
大
会
担
当
）

有
馬
義
貴

（
編
集
担
当
）

藤
井
隆
輔

（
編
集
担
当
）

前
田
広
幸

（
名
簿
担
当
）

松
井
真
希
子
（
編
集
担
当
）

山
田
実
樹

（
大
会
担
当
）

二
回
の
運
営
委
員
会
に
加
え
、
講
座
会
議
で
も
議
論
を
重
ね
、
試
行
錯
誤
し

な
が
ら
、
な
ん
と
か
こ
こ
に
、
四
七
号
を
「
オ
ン
ラ
イ
ン
ジ
ャ
ー
ナ
ル
化
準
備

号
」
と
し
て
発
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

休
会
中
の
た
め
、
広
く
投
稿
を
募
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
た
い

へ
ん
充
実
し
た
内
容
と
な
り
ま
し
た
。
米
田
猛
先
生
の
キ
ャ
リ
ア
を
総
括
す
る

ご
講
演
の
記
録
、
新
任
の
山
田
実
樹
先
生
、
服
部
峰
大
先
生
の
ご
論
考
、
ま
た
、

奈
良
女
子
大
学
と
の
法
人
統
合
を
受
け
、
附
属
学
校
と
の
連
携
も
推
奨
さ
れ
る

と
こ
ろ
で
す
が
、
奈
良
女
子
大
学
附
属
中
等
教
育
学
校
の
井
浪
真
吾
先
生
（
現

在
は
岡
山
理
科
大
学
へ
転
任
）
と
有
馬
義
貴
先
生
の
共
著
論
考
、
さ
ら
に
国
語

教
育
講
座
は
大
学
院
改
組
に
よ
り
専
門
職
学
位
課
程
と
修
士
課
程
と
を
跨
ぐ
こ

と
と
な
り
ま
し
た
が
、
修
士
課
程
は
伝
統
文
化
、
書
道
、
国
際
理
解
が
一
体
と

な
っ
た
課
程
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
た
北
山
聡
佳
先
生
と
橋
本
の
共
著
論

考
、
そ
し
て
、
そ
の
修
士
課
程
に
在
籍
す
る
院
生
で
篆
刻
を
専
門
と
す
る
藤
井

郁
子
さ
ん
の
中
国
で
の
学
会
参
加
報
告
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ご
執
筆
い
た
だ

い
た
み
な
さ
ま
に
は
、
ご
投
稿
な
ら
び
に
本
誌
オ
ン
ラ
イ
ン
化
と
い
う
初
め
て

の
試
み
へ
の
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

本
会
は
、
二
〇
二
四
年
度
は
活
動
を
再
開
す
る
こ
と
と
し
、
大
会
を
行
い
、

四
八
号
を
オ
ン
ラ
イ
ン
ジ
ャ
ー
ナ
ル
と
し
て
発
行
す
る
予
定
で
す
。
ま
た
、
会

の
運
営
方
法
の
変
更
、
そ
れ
に
伴
う
新
会
則
に
つ
い
て
も
、
上
記
運
営
委
員
会

で
議
論
し
、
決
定
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
、
二
〇
二
四
年
度
の
大
会
で
お
知
ら

せ
・
お
は
か
り
い
た
し
ま
す
。
会
に
つ
い
て
、
ご
不
明
点
等
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
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本
誌
奥
付
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
ま
で
問
い
合
わ
せ
願
い
ま
す
。

本
誌
オ
ン
ラ
イ
ン
化
に
あ
た
り
、
投
稿
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
の
準
備
・
作
成
に
始

ま
り
、
入
稿
後
の
編
集
作
業
に
至
る
ほ
と
ん
ど
を
、
奈
良
工
業
高
等
専
門
学
校

の
松
井
真
希
子
先
生
と
藤
井
隆
輔
先
生
が
担
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
お
二
人

の
尽
力
が
な
け
れ
ば
、
本
号
は
こ
の
よ
う
な
順
調
な
実
現
を
み
な
か
っ
た
と
思

い
ま
す
。
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（
橋
本
昭
典

記
）

奈
良
教
育
大
学

国
文

研
究
と
教
育

第
四
七
号

発

行

二
〇
二
四
年
三
月
三
〇
日

発
行
者

奈
良
教
育
大
学
国
文
学
会

〒
六
三
〇
︱
八
五
二
八

奈
良
市
高
畑
町

奈
良
教
育
大
学
国
語
教
育
講
座
内

nara.edu.kokubun@
gm
ail.com
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